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◎電子証明書の有効期限について 

 

インターネットバンキングにログインする際に利用する電子証明書については、取得してから

１年間で有効期限が到来し、ご利用できなくなります。 

 

有効期限の４０日前から電子証明書の更新が可能となりますので、以下の手順で電子証明

書を更新してください。 

※有効期限の４０日前までは延長（更新）作業はできません。 

 

※有効期限内に電子証明書の延長（更新）を行わずに有効期限が切れてしまった場合、一度

電子証明書を失効したうえで、再度電子証明書取得の手順が必要となります。 

  詳しくは P１２ 「電子証明書を更新せずに有効期限が切れた場合」を参照してください。 

 

手順１ 証明書発行アプリの起動 （起動方法は以下①～③の３通り） 

 

① ログイン画面から起動する場合 
電子証明書の有効期限が４０日以内となった状態で、いとしんビジネスインターネットバンキ

ングにログインすると、以下の「証明書更新選択」の画面に遷移するので、「証明書発行アプ

リの起動」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

アプリが起動したら P５ 手順２「確認画面」に進んでください 

 

証明書発行アプリの起動 

※参考 

電子証明書の更新作業をあとで行う場合は、確認ボタンを押下すると、

証明書更新を行わずにトップページに遷移します。 
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② トップ画面から起動する場合 
 

 

アプリが起動したら P５ 手順２「確認画面」に進んでください 

 

③ スタートメニューから起動する場合 
スタートメニューより「（ 証明書発行アプリケーション）」フォルダを開き、 

「（証明書発行アプリケーション）」を起動してください。 

 

アプリが起動したら P５ 手順２「確認画面」に進んでください 

証明書発行アプリの起動 

① 

② 

㊟有効期限の４０日前までは表示されません 
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手順２ 確認画面 

 証明書発行アプリを起動すると以下の注意画面が表示される場合がありますので、「OK」、

または「開く」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

OKボタンをクリック 

「開く」ボタンをクリック 



P. 6 

 

 

手順３ 証明書取得画面 

アプリを起動すると、以下の「証明書取得」画面が表示されるので、①「証明書一覧」から更新

したい証明書を選択（注）し、②「証明書更新」ボタンを押下してください。 

 

㊟有効期限の４０日前にならないと「証明書更新」欄には表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意 

証明書を選択時、選択した証明書の色が反転します。 

必ず青く反転した状態で証明書更新ボタンを押下してください 

②証明書更新ボタンをクリック 

① 

② 

①更新したい証明書を選択 
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手順４ ログインパスワード入力 

電子証明書（ログイン ID）に紐づけされたログインパスワードを入力し、認証ボタンをクリッ

クしてください。 

 

 

 

手順５ 電子証明書取得結果の確認 

電子証明書更新が成功すると以下の画面が表示されるので、「閉じる」ボタンをクリックしてください 

 

【注意】 

アプリケーションから証明書を取得後にそのままブラウザの操作を再開すると、アプリケー

ションがログインを行っているためにブラウザ側はエラーになります。 

エラーが発生した場合はブラウザ画面とアプリケーションを一度閉じて、再度ログイン画面

よりログインしてください。 

それでもログインできない場合は、パソコンを再起動してください。 

ログインパスワード入力 

認証をクリック 
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手順６ 
古い電子証明書の削除（任意） 
 ※削除しなくてもインターネットバンキングは利用できます。 

電子証明書の更新が行われても、古い電子証明書はパソコンから自動的に削除されません

ので、ログイン時の証明書選択画面では、更新前の古い電子証明書も表示されます。 

（電子証明書の有効期限が到来すると表示されなくなります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古い電子証明書の削除方法 

①【Microsoft Edge の場合】 

Microsoft Edge を起動し、メニューバーの右側［・・・］（設定など）から［設定］をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新前の電子証明書 
（有効期限が間近） 

更新後の電子証明書 
（有効期限が１年後の日付 
になっている） 

・・・（設定など） 

⚙設定をクリック 

㊟更新処理が完了すると、更新前の電子証
明書ではログインできなくなります。 
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[プライバシー、検索、サービス］から、ページ中段にあるセキュリティの［証明書の管理］をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証明書が表示されるので[個人]タブをクリックします。 

[個人]タブの一覧に表示される証明書がご本人様の証明書です。 

 

一覧から有効期限を確認いただき、削除したい古い証明書をクリック（選択）し、[削除]ボタ

ンをクリックします。 

『itoshin BusinessBanking ○○○○（ログイン ID）』 と表示されているのがいとしん

ビジネスインターネットバンキング用の証明書です。 

新しい証明書（更新後の証明書）や、いとしんビジネスインターネットバンキング

以外の証明書を誤って削除しないようご注意ください！ 
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②【Google Chrome の場合】 

Google Chrome を起動し、メニューバーの［Google Chrome 設定］から［設定］をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[プライバシーとセキュリティ］から［セキュリティ］をクリックします。 

 

 

 

 

Google Chrome 設定 

⚙設定をクリック 
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詳細設定の［証明書の管理］をクリックします。 

 

 

証明書が表示されるので[個人]タブをクリックします。 

[個人]タブの一覧に表示される証明書がご本人様の証明書です。 

 

一覧から有効期限を確認いただき、削除したい古い証明書をクリック（選択）し、[削除]ボタ

ンをクリックします。 

『itoshin BusinessBanking ○○○○（ログイン ID）』 と表示されているのがいとしん

ビジネスインターネットバンキング用の証明書です。 

新しい証明書（更新後の証明書）や、いとしんビジネスインターネットバンキング

以外の証明書を誤って削除しないようご注意ください！ 
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◎電子証明書を更新する前に有効期限が切れた場合 

電子証明書を延長（更新）する前に、電子証明書の有効期限が切れた場合、①電子証明書を

一旦失効させたうえで、②電子証明書を再度取得する必要があります。 

 

①電子証明書の失効手順 

 

１．他にログインできるマスターユーザ様、または管理者ユーザ様がいない場合 

当組合で電子証明書の失効手続きを行います。お手数ですが糸魚川信用組合本部 業務

部（025-552-9880）までご連絡ください。 

 

 

２．他にログインできるマスターユーザ様、または管理者ユーザ様がいる場合 

電子証明書の失効は、「マスターユーザ」または「管理者ユーザ」でログインしたうえで、メ

ニューの「管理」＞「利用者管理」＞「証明書失効」から失効可能です。 

 

手順１ 業務の選択 

 
グローバルナビゲーションの「管理」ボタンを

クリックしてください。 

 

 

＜業務選択＞画面が表示されます。 

「利用者管理」ボタンをクリックして手順２へ

進みます。 

 

 

 

 

 

 

手順２ 作業内容の選択 

 

＜作業内容選択＞画面が表示されます。 

「証明書失効」ボタンをクリックして手順３へ

進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者管理  

証明書失効  
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手順３ 利用者の選択 

 

＜利用者一覧＞画面が表示されます。 

失効対象の利用者を選択のうえ、「失効」ボタン

をクリックして手順４へ進みます。 

※有効期限が切れている場合、証明書状態欄に 

「！有効期限れ」と表示されます」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順４ 電子証明書の失効 

 

＜証明書失効確認＞画面が表示されます。 

内容を確認のうえ、「確認用パスワード」を入力

し、「実行」ボタンをクリックします。 

 

＜証明書失効結果＞画面が表示されますので、

結果をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子証明書失効後にログインするには、再度電

子証明書の発行（インストール）が必要となりま

す。 

 

Ｐ１４「電子証明書の再取得」手順を参照し、

再度電子証明書をインストールしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

利用者一覧 

失効 

 

 

確認用パスワード 

実行 
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②電子証明書の再取得手順 

 

手順１ 証明書発行アプリの起動 （起動方法は以下①～②の２通り） 

 

①ログイン画面から起動する場合 
 

 ＜ログイン＞画面を表示して、「電子証明

書発行」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 
証明書発行アプリの起動をクリック 

 

 

 

 

アプリが起動したら P16 手順２「確認画面」に進んでください 

 

 

 

 

 

 

 

証明書発行アプリの起動 

 電子証明書発行 
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②スタートメニューから起動する場合 
スタートメニューより「（ 証明書発行アプリケーション）」フォルダを開き、 

「（証明書発行アプリケーション）」を起動してください。 
 

 

 

アプリが起動したら P16 手順２「確認画面」に進んでください 

  

① 

② 
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手順２ 確認画面 

  

証明書発行アプリを起動すると以下の注意画面が表示される場合がありますので、「OK」、

または「開く」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

OKボタンをクリック 

「開く」ボタンをクリック 
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手順３ 証明書取得画面 

 

 

証明書発行アプリを開いたら、「証明書発行」ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

手順４ ログイン ID・ログインパスワード入力 

 

 

ログインＩＤ、ログインパスワードを入力したら、「認証し

て発行」ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

手順５ 電子証明書取得結果の確認 

 

＜証明書発行結果＞画面が表示されます。 

電子証明書情報をご確認のうえ、「閉じる」ボタンをクリ

ックします。 

 

以上で、電子証明書の発行は終了です。 

一度起動しているブラウザを全て閉じてから

ログインしてください。 

 

（証明書エラーが出る場合はパソコンを再起動したあと

に、ログインを行ってください） 

 

 

 

 

証明書発行 

 

認証して発行 

 入力 


